
熊本市の受診勧奨拡充の取組み 
～熊本市がん検診受診率向上の取組み～ 

 

熊本市健康づくり推進課 1 

資料3 
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受診率向上関係の手引きやハンドブック 

厚労省 東京都 
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世田谷区の胃がん検診に関する意識調査（H23） 
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がん検診受診率向上の手引き（東京都福祉保健局）より抜粋 
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対 象 の 設 定 
（熊本市の行っている勧奨対象設定） 

  １ 国のクーポン事業（クーポン対象者へ勧奨・再勧奨） 

  ２ 節目年齢（5歳、10歳刻みの勧奨など） 

  ３ 疾病特性（高罹患率、高死亡率年代への勧奨） 

  ４ 過去受診暦の有無（過去受診者、一定期間未受診者への勧奨） 

  ５ 低受診率（若年層への勧奨） 

  ６ 保険区分（国保の者、社保で受診機会がない者への勧奨） 

H28以前 

H29 

H30以後 
  検討 
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周 知 項 目 の 選 定 
（熊本市の行っている周知項目） 

  １ 市の行う検診種類 

  ２ 検診対象者 

  ３ 自己負担金 

  ４ 検診内容 

  ５ 早期発見の有効性 

  ６ がんの知識・検診の必要性 

  ７ がん検診への市の助成 

  ８ 検査の信頼度 

  ９ 検診の手軽さ 

  10 がん検診の必要性  

H28以前 

H29 

H30以後 
  検討 
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受診勧奨の拡充状況 
資料№ 平成28年度以前 平成29年度 平成30年度

【一定年齢到達者】

1 新規検診対象者（子宮頸がん：20歳） ① 3,700人 3,700人 3,700人

2 新規検診対象者（子宮頸がん以外のがん：40歳） ② 9,900人 9,900人 9,900人

3 退職世代向け（62,65,68歳到達者） ③ 30,000人 30,000人 30,000人

4 節目年齢対象者（46、50歳） ② 20,500人

5 節目年齢対象者（50、60歳） ② 19,000人

6 無料クーポン対象者（子宮頸がん：21歳） ④ 3,700人 3,700人 3,700人

7 無料クーポン対象者（乳がん：41歳） ⑤ 5,200人 5,200人 5,200人

8 無料クーポン対象者（子宮頸がん：21歳）再勧奨 ⑥ 3,700人 3,700人

9 無料クーポン対象者（乳がん：41歳）再勧奨 ⑦ 5,200人 5,200人

【ハイリスク者向け】

1
地震で受診機会を逸した市民向け
（Ｈ25～27受診し、Ｈ28未受診者）

⑧ 33,000人

2
子宮頸がんハイリスク者
（Ｈ29年度、26～38歳、偶数年齢、女性）

① 30,000人

3
子宮頸がんハイリスク者
（Ｈ30年度、22～38歳、偶数年齢、女性）

① 31,000人

4
次年度子宮頸がんハイリスク者
（Ｈ31年度、22～38歳、偶数年齢、女性）

未 31,000人

5
乳がんハイリスク者
（Ｈ30年度、42～58歳、偶数年齢、女性）

② 41,000人

6
次年度乳がんハイリスク者
（Ｈ31年度、42～58歳、偶数年齢、女性）

未 41,000人

－ 52,500人 144,900人 224,400人

受診勧奨区分
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【拡充】 ①新規検診対象者等（子宮頸がん）前面 
    H28以前 3,700人（20歳）⇒ H29 36,700人（20,26～38歳） 
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【拡充】 ①新規検診対象者等（子宮頸がん）裏面 
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【拡充】②新規検診対象者等（子宮頸がん以外の4がん） 
    H28以前 9,900人（40歳）⇒ H29 30,400人（40,46,50歳） 
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【維持】③退職世代向け  Ａ3表面 
    H28以前～ 30,000人（62,65,68歳到達者） 
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【維持】③退職世代向け  Ａ3裏面 
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【維持】④子宮頸がん無料クーポン 
    H27～ 3,700人（年度年齢21歳） 
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【維持】⑤乳がん無料クーポン 
    H27～ 5,200人（年度年齢41歳） 
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【新規】⑥子宮頸がん無料クーポン再勧奨 
    H27～ 3,700人（年度年齢21歳） 
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【新規】⑦乳がん無料クーポン再勧奨 
    H27～ 5,200人（年度年齢21歳） 
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【新規】⑧地震で受診機会を逸した市民向け 
    H29  33,000人 （Ｈ25～27受診し、Ｈ28未受診者） 
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 平成29年度の受診勧奨実績を基に、費用対効果や他都市の成功例を考慮に入れなが

ら、またハンドブックなどのリーフレットの作成例を参考に、個別勧奨の対象者などを絞りこむこと

も検討を行い、より効果的な個別受診勧奨を勧めていくこととしている。 

平成30年度以降の受診勧奨 

～H28年度 

対象者 
  ○国のクーポン対象者 
    ○節目年齢 
  ※検診初年度対象者（20,40歳） 
    退職世代向け（62、65、68歳） 
 

検診方法 
  ○コールのみ 
 

周知内容  

   ○市の行う検診種類 
   ○検診対象者 
   ○自己負担金 
   ○検診内容 
   ○早期発見の有効性 
   ○がんの知識・検診の必要性 

H29年度拡充等内容 

対象者 
 ○【拡充】節目年齢（46,50歳) 
  ○【新規】疾病特性 
  ※子宮頸がんハイリスク者向け 
  震災により受診ができなかった方向け 
 

検診方法 
 ○リコール（国のクーポン対象者） 

 

周知内容  

  ○がん検診の市の助成 
   ※がん検診のお得さ 

H30年度拡充等内容 

対象者 
 ○【変更】節目年齢 
  （46,50歳)⇒（50,60歳) 
  ○【拡充】疾病特性 
  ※乳がんハイリスク者向け 
  乳がん・子宮頸がん次年度対象者分 
  ○対象者の絞込みの検討 
 
検診方法 
 ○コール 
   ※ H31年度に乳がん・子宮頸がん 
    ハイリスク者向けに行うため次年 
    度対象者にコール 

その他  

   ○市医師会からの受診勧奨検討 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お得さ 
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